
男子 54.68点 男子 52.14点 男子 51.70点 男子 53.16点 男子 男子

全国 53.61点 全国 52.52点 全国 52.29点 全国 52.60点 全国 全国

女子 55.50点 女子 53.21点 女子 53.14点 女子 53.96点 女子 女子

全国 55.59点 全国 54.64点 全国 54.32点 全国 54.29点 全国 全国

男子 69.3% 男子 68.3% 男子 65.8% 男子 73.3% 男子 男子

全国 71.2% 全国 67.2% 全国 69.8% 全国 72.10% 全国 全国

女子 52.7% 女子 49.0% 女子 51.3% 女子 49.6% 女子 女子

全国 55.5% 全国 53.1% 全国 55.0% 全国 54.5% 全国 全国
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小学5年生

運動・スポーツが好きな子どもの割合 目標値（Ｒ7） 男女とも全国平均割合を上回る

現状値（R1）

基本方針１ 子どもの体力向上とスポーツ活動の推進

目標 新体力テストの成績 目標値（Ｒ7） 男女とも全国平均点を上回る

現状値（R1） R3 R4 R5 R6 R7

小学5年生 小学5年生 小学5年生 小学5年生 小学5年生

目標

R3 R4 R5 R6 R7

小学5年生 小学5年生 小学5年生 小学5年生 小学5年生 小学5年生

成果・課題

　実技に関する調査の結果では、体力合計点において、小学生男子は３年ぶり、小学生女子は２年ぶりに合計得点が向上しまし
た。小学生男子、中学生男子、中学生女子は体力合計得点が県および全国平均を上回っています。実技８種目の合計得点によ
る判定（A～E）のうち、「A・B・C」の児童生徒割合について、小学生は男女ともに増加傾向にあります。中学生は横ばい、もしくは
減少傾向ですが、全国の平均よりも高い割合にあります。中学生男女で全身持久力（20mシャトルラン）について、記録の低下が
見られました。ここ数年、記録の低下が続いており、小学生男子以外は全国平均に及びませんでした。
　質問紙調査のうち、「運動やスポーツをすることは好きですか」の項目では、小学生女子および中学生は割合が低下し、県およ
び全国平均に及びませんでしたが、小学生男子で「好き」と回答する割合が令和４年度調査に比べて増加し、全国・県平均を上回
りました。

今後の取組

　「運動やスポーツをすることが好き」と答える子どもの割合が、小学生男子は割合が増加し、全国・県平均を上回りました。
小学生女子および中学生は割合が低下し、 県および全国平均に及びませんでした。子どもが運動に親しむ機会創出のため、小
学校での「なわとびチャレンジKUSATSU」を引き続き小学3年生以上とし、早期から運動に親しむ機会の提供に努めます。また、中
学校では部活動指導員を増やし、専門的指導の充実に努めることで、既存の運動機会を充実させ、運動好きの子どもを育てま
す。

資料３－１
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単位：％

全　体 56.0% 全　体 59.6% 全　体 57.3% 全　体 52.8% 全　体 全　体

　20歳代 52.9% 　20歳代 62.2% 　20歳代 67.8% 　20歳代 45.2% 　20歳代 　20歳代

30歳代 44.2% 30歳代 45.7% 30歳代 47.0% 30歳代 42.3% 30歳代 30歳代

40歳代 52.5% 40歳代 54.7% 40歳代 47.5% 40歳代 43.4% 40歳代 40歳代

50歳代 53.2% 50歳代 52.2% 50歳代 56.8% 50歳代 51.2% 50歳代 50歳代

60歳代 58.5% 60歳代 58.3% 60歳代 58.3% 60歳代 60.1% 60歳代 60歳代

70歳代 71.1% 70歳代 77.9% 70歳代 68.2% 70歳代 60% 70歳代 70歳代

80歳代以上 55.7% 80歳代以上 62.6% 80歳代以上 61.1% 80歳代以上 62% 80歳代以上 80歳代以上

成果・課題

今後の取組

(年齢階層別)

　全体的にスポーツに取り組む割合が減少している。本市だけでなく、国の調査においても減少傾向が見られており、新型コロナ
ウイルス感染症が第５類に移行し、各種行動制限が解除されたことにより、様々な選択肢が生まれ、スポーツ以外に余暇時間を
費やす人の割合が増加した影響があると考えられます。
　様々な選択肢がある中、スポーツに取り組む人が増加するよう、他部門とも連携を図りつつ、幅広い年代に向けたアプローチに
ついて検討していきます。

目標 週1回30分以上のスポーツ実施率 目標値（Ｒ7）
　　全　　　　 体：65％以上
　　年齢階層別：60歳代以下 65.0％
   　　　　　　　　 70歳代以上 現状維持

現状値（R1） R3 R4 R5 R6 R7

(年齢階層別) (年齢階層別) (年齢階層別) (年齢階層別) (年齢階層別)

基本方針２ 生涯スポーツ活動の推進

　市民それぞれが継続的にスポーツに取り組むことのできるよう、他部門との連携や各種イベントの開催等を通じ、レクリエーショ
ンとしてのスポーツの推進やライフステージに応じた健康づくりのためのスポーツなどを推進し、日々の生活にスポーツを取り入れ
やすい環境づくりや意識作りに取り組みます。
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R3 R4 R5 R6 R7

成果・課題

　公益社団法人草津市スポーツ協会の運営や活動を支援し、人員体制の強化に取り組んだ。また、スポーツ協会、各競技団体、
指定管理者と連携しプロスポーツ選手と連携したスポーツ教室や子ども向け体験教室を実施するなど、関係者と連携した取組を
進めました。
　滋賀県民体育大会における草津市の総合得点は、１６郡市中３位で前年度から比較して、点数・順位ともに上昇しています。
　また、各種大会がコロナ流行前と同程度に開催されるようになったこと、また国スポに向け、県を挙げて競技力向上に取り組ん
だ成果により、激励金の交付件数が増加し、競技に取り組む選手の励みの一つとすることができました。

今後の取組

　市内の競技団体の活発な活動の促進に向けて、引き続き、公益社団法人草津市スポーツ協会の運営や活動を支援し、さらなる
運営体制の強化に努めます。
　また、競技力の向上に向けて、指導者の確保・育成ならびに選手の発掘・育成を一層推し進めていくために草津市スポーツ協会
を中心として市内の競技団体や滋賀県スポーツ協会などの関係団体と一層の情報共有や連携に取り組むことが重要となることか
ら、引き続き、広報くさつ等、広く市民に制度の周知に取り組むとともに、激励金の交付を通じて、競技に取り組む選手の励みの一
つとしていきます。

現状値（R1） R3 R4 R5 R6 R7

89件
（508名）

89件
（382名）

79件
（446名）

106件
(413名)

目標 全国大会の出場件数 目標値（Ｒ7）
１００件

（６００名）

57.83点
（県５位）

36.00
※4位

57.66
※県５位

63.50
※県３位

基本方針３ 競技スポーツの推進

目標 滋賀県民スポーツ大会の総合得点 目標値（Ｒ7）
６５．００点
（県３位）

現状値（R1）
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R7

目標 社会体育施設等の利用者満足度 目標値（Ｒ7）
４．００ポイント

（５ポイント満点）

基本方針４ スポーツ環境の充実

成果・課題

　利用者のニーズを把握するため、手続方法、利用した感想、職員の対応、今後の利用の意思の４項目について利用者アンケー
トを実施し、平成２９年度よりインターネットアンケートを行うなど、広く意見聴取を行い、改善に取り組みました。
　また、利用者数については、大規模イベント（プロスポーツのゲームや広域の研修会等）の有無や改修工事等によっても大きく左
右されるため、直ちに施設やその運営に課題があるとは言い難いが、一般利用や大規模大会等においても繰り返し利用いただけ
るよう、環境整備に取り組んでいく必要があります。
　今後も指定管理者と連携し、引き続き利用者の満足度の向上に取り組むとともに、適切な施設の維持管理に努め、快適なス
ポーツ環境の充実に努めることで、利用者の継続利用に繋げるとともに、スポーツに取り組む市民を増やす取組を推し進める必
要があります。

今後の取組

現状値（R1） R3 R4 R5 R6 R7

3.61ポイント 3.66ポイント 3.59ポイント 3.63ポイント

目標 社会体育施設等の利用者数 目標値（Ｒ7） ８００，０００人

現状値（R1） R3 R4 R5 R6

682,171人 491,010人 670,758人 592,122人

　職員の対応やマナーについては肯定的な意見が6割以上を占める一方で、「開館日や利用時間、手続きについて」の項目におい
て、肯定的な意見が34.3％と低い値になっている。オンライン予約ができないことに対する意見が多く、関係課と連携を図りなが
ら、予約方法の改善に取り組む必要があります。
　また、全体的に施設・備品の老朽化が進んでおり、アンケートの自由記述欄でも、施設改修や備品購入を求める意見も多くみら
れていることから、計画的な改修工事や備品の更新等に取り組み、利用者が快適にスポーツができる環境を整える必要がありま
す。
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7,683人 27,705人 14,585人

基本方針５ スポーツによるまちの活性化

目標 広域的なスポーツイベントの参加者数 目標値（Ｒ7） ３０，０００人

現状値（R1） R3 R4 R5 R6 R7

目標
国スポ・障スポ参加者数

（選手、監督、大会関係者、観戦者）
目標値（Ｒ7） ５０，０００人

22,450人

成果・課題

　プロスポーツの試合の開催中止や、天候による一部イベントの中止などを受け、前年度と比較して参加者数が減少しました。市
民が様々な形でスポーツと関わることのできる機会を継続的に提供することのできるよう、引き続き、指定管理者と連携しながら、
大会やイベント等の誘致や、VリーグやBリーグなどのプロスポーツの観戦機会を充実させる等の取り組みが必要です。

今後の取組

　令和６年度の国スポ・障スポリハーサル大会や、翌年の国スポ・障スポ本大会をはじめとした大規模イベントを控え、市民のス
ポーツに対す全体のスポーツ機運をさらに高めていくため、市民が「する」「みる」「支える」「知る」といった、スポーツへの多様な関
わり方の中から自分に合った関わり方を見つけ、親しむことのできるよう、各種団体との連携を強化し、プロスポーツの大会や、幅
広い市民が参加することのできるスポーツイベント等の誘致に向けて取り組むことで、スポーツを通じた一体感と交流を促進し地
域の活性化に取り組んでまいります。

現状値（R1） R3 R4 R5 R6 R7

- - - - -


